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荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
奥
野
義
雄
は
じ
め
に
1
諸
論
稿
に
み
る
「古
老
」
の
把
握
か
ら
ー
　き
中
世
村
落
に
お
け
る
村
落
構
成
員
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
清
水
三
男
氏
は
室
町
時
代
の
村
落
内
部
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
「
一
応
独
立
的
な
、
そ
の
意
味
で
純
一
な
村
落
が
現
れ
、
そ
の
よ
う
な
村
落
を
構
成
し
、
代
表
す
る
者
と
し
て
の
番
頭
が
あ
り
、
名
主
沙
汰
人
が
あ
っ
た
。
(中
略
)
番
頭
制
の
な
い
所
で
は
、
お
と
な
・
古
老
・
老
衆
な
ど
と
　　
　
称
す
る
有
力
者
が
事
に
当
っ
て
村
を
代
表
し
た
」
と
言
及
し
て
、
「
お
と
な
・
古
老
・
老
衆
」
が
村
落
内
部
の
代
表
者
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
清
水
氏
が
提
示
し
た
中
世
村
落
内
部
の
代
表
者
と
し
て
、
番
頭
、
名
主
沙
汰
人
、
お
と
な
・
古
老
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
期
(
一
五
世
紀
)
の
村
落
内
部
の
構
成
員
の
指
摘
に
と
ど
ま
る
。
　
ヨ
　
し
か
し
、
戸
田
芳
実
氏
や
河
音
能
平
氏
ら
は
平
安
期
か
ら
み
ら
れ
る
〈古
老
〉
お
よ
び
村
落
内
有
力
者
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
島
田
次
郎
氏
や
入
間
田
宣
夫
氏
ら
は
、
中
世
村
落
共
同
体
の
展
開
過
程
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、
そ
の
共
同
体
　　
　
構
成
員
へ
の
論
究
に
も
及
び
、
〈
田
堵
〉
〈住
人
〉
〈百
姓
〉
な
ど
と
と
も
に
〈旧
老
・
古
老
〉
を
提
示
す
る
が
、
基
本
的
に
は
〈住
人
〉
〈
百
姓
〉
に
視
点
が
む
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
入
間
田
氏
は
古
代
か
ら
中
世
に
至
る
村
落
の
論
及
で
、
天
喜
三
(
一
〇
五
五
)
年
の
「
丹
波
国
後
河
荘
田
堵
等
解
」
(『平
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
五
三
五
四
安
遺
文
』
第
二
巻
、
第
七
五
六
号
文
書
)
に
み
え
る
荘
官
四
名
と
旧
老
田
堵
五
名
の
連
署
に
明
示
さ
れ
て
い
る
備
後
掾
紀
と
美
野
介
紀
　　
　
と
名
乗
る
田
堵
を
、
「当
時
『古
老
』
『邑
老
』
な
ど
と
も
よ
ば
れ
て
た
村
落
の
指
導
的
上
層
で
あ
ろ
う
」
と
推
察
さ
れ
、
〈古
老
〉
を
村
落
内
部
の
指
導
者
あ
る
い
は
代
表
者
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
す
で
に
触
れ
た
清
水
三
男
氏
の
古
老
の
理
解
と
同
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
年
に
は
薗
部
寿
樹
氏
も
「古
老
」
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、
中
世
(前
半
)
に
お
け
る
「住
人
集
団
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「古
老
・
住
人
集
団
を
中
世
初
期
村
落
」
と
規
定
し
て
、
前
期
村
落
と
は
み
な
さ
な
い
最
大
の
根
拠
は
、
島
田
次
郎
氏
の
研
究
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
『住
人
等
解
』
が
十
二
世
紀
後
期
に
『百
姓
等
解
』
に
転
換
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
「
『住
人
等
』
の
村
落
か
ら
『百
姓
等
』
の
村
落
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
　　
　
と
言
及
し
、
〈
古
老
〉
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
主
な
視
点
は
、
「古
老
・
住
人
」
で
は
な
く
て
、
「住
人
等
」
集
団
で
あ
り
、
薗
部
氏
は
こ
の
「住
人
等
」
の
集
団
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
明
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「住
人
等
」
集
団
こ
そ
が
、
古
老
・
住
人
の
村
落
内
身
分
集
団
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
世
前
期
村
落
の
古
老
・
住
人
身
分
は
、
十
一
世
紀
中
期
に
形
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
論
及
し
て
い
る
こ
と
と
、
「村
落
の
古
老
・
住
人
に
対
す
る
呼
称
は
、
多
く
が
『住
人
等
』
と
い
う
形
で
集
団
呼
称
と
し
て
用
い
ら
　ヱ
れ
て
い
る
」
と
い
う
言
及
か
ら
想
定
し
得
る
。
言
い
換
え
る
と
、
同
氏
は
「住
人
等
」
集
団
に
〈古
老
〉
を
含
ん
で
論
及
す
る
と
と
も
に
、
〈古
老
(住
人
も
含
め
て
)
〉
の
呼
称
を
「住
人
等
」
の
集
団
呼
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
が
、
〈古
老
〉
は
「住
人
等
」
の
集
団
的
呼
称
に
埋
没
す
る
存
在
で
あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
こ
と
は
、
史
料
的
に
ど
の
よ
う
に
〈古
老
〉
が
現
わ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
是
非
が
明
確
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
検
討
と
と
も
に
、
在
地
の
村
落
内
部
で
の
〈
古
老
〉
の
存
在
形
態
お
よ
び
在
地
で
の
〈古
老
〉
の
認
識
と
は
別
に
、
在
京
の
荘
園
所
領
の
所
有
者
で
も
あ
る
在
京
の
貴
族
社
会
内
部
で
の
〈古
老
〉
の
認
知
を
捉
え
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
検
討
事
項
で
あ
る
と
い
え
よ
菟
・
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
課
題
は
内
在
す
る
と
想
定
し
得
る
が
、
ま
ず
は
〈
古
老
〉
〈住
人
〉
〈百
姓
〉
の
用
語
が
史
料
上
に
現
わ
れ
て
、
展
開
し
て
い
く
ま
で
の
こ
と
を
次
に
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
古
老
・
在
地
古
老
・
古
老
住
人
の
用
語
の
出
現
と
初
期
の
古
老
の
存
在
形
態
中
世
村
落
内
部
の
構
成
員
の
主
な
階
層
は
、
「住
人
」
あ
る
い
は
「百
姓
」
と
呼
称
さ
れ
る
人
た
ち
で
あ
り
、
す
で
に
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、
主
な
構
成
員
で
は
な
い
が
、
「古
老
」
の
活
躍
あ
る
い
は
役
割
は
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
が
、
あ
ま
り
古
老
に
視
点
を
当
て
た
論
究
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
入
間
田
宣
夫
氏
は
訴
訟
文
書
に
み
え
る
連
署
に
つ
い
て
、
「
旧
老
」
「古
老
」
だ
け
の
連
署
あ
る
い
は
荘
官
と
と
も
に
連
署
す
る
こ
と
は
比
較
的
初
期
の
例
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
　　
　
と
言
及
さ
れ
、
古
老
・
邑
老
な
ど
は
村
落
内
部
で
の
指
導
的
上
層
で
あ
る
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
薗
部
寿
樹
氏
も
中
世
村
落
内
で
の
古
老
と
住
人
身
分
に
つ
い
て
視
点
を
絞
っ
て
論
究
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
住
民
身
分
に
焦
点
が
絞
ら
れ
た
論
述
が
主
で
あ
り
、
史
料
的
に
も
「古
老
」
云
々
と
い
う
よ
り
も
「住
人
」
云
々
と
い
う
も
の
に
傾
斜
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
留
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
古
老
・
住
人
身
分
の
形
成
お
よ
び
村
落
の
財
政
と
の
か
か
わ
り
で
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
も
、
古
老
・
住
人
身
分
の
存
在
が
は
じ
め
て
具
体
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、
十
一
世
紀
中
頃
で
あ
る
。
住
人
等
、
以
件
浜
毛
焼
、
供
三
度
御
祭
諸
節
会
御
□
御
塩
矣
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
五
五
五
六
こ
れ
は
一
〇
五
〇
年
(永
承
五
)
の
史
料
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
志
摩
国
答
志
郡
坂
崎
東
地
の
住
人
等
が
伊
勢
神
宮
と
お
ぼ
し
き
寺
社
の
供
祭
の
貢
納
を
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
と
言
及
さ
れ
、
併
せ
て
管
内
住
人
等
背
起
請
旨
、
以
下
帯
宣
旨
院
宣
、
私
領
田
畠
寄
神
神
社
仏
寺
権
門
勢
家
ま
た
こ
の
史
料
の
よ
う
に
住
人
は
、
他
へ
寄
進
し
な
い
旨
の
起
請
を
破
っ
て
も
、
土
地
寄
進
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
住
人
の
盛
ん
な
売
買
や
寄
進
活
動
の
根
底
に
は
、
古
老
・
住
人
(集
団
)
の
開
発
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
し
く
な
い
。
　り
　
と
論
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
氏
の
指
摘
さ
れ
た
史
料
か
ら
は
、
古
老
の
存
在
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
「住
人
等
」
の
存
在
を
明
示
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
二
つ
の
論
稿
を
事
例
に
掲
げ
て
〈古
老
〉
の
村
落
内
部
で
の
存
在
形
態
の
把
握
は
、
現
時
点
で
は
判
然
と
し
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
言
い
換
え
る
と
、
訴
訟
文
書
(史
料
)
に
連
署
す
る
〈古
老
〉
の
存
在
は
初
期
的
事
例
で
あ
っ
た
と
認
識
し
た
と
し
て
も
、
連
署
以
外
で
〈古
老
〉
の
存
在
を
把
握
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
起
す
る
。
ま
た
、
「住
人
等
」
の
範
畴
で
〈古
老
〉
の
存
在
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
史
料
的
に
提
示
し
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
課
題
が
の
こ
る
(「住
人
等
」
の
範
畴
に
入
る
史
料
的
片
隣
で
も
提
示
し
得
る
な
ら
ば
、
課
題
の
解
決
に
は
結
び
つ
く
か
も
し
れ
な
い
と
想
定
し
て
い
る
)
。
そ
こ
で
、
再
度
〈住
人
〉
〈
百
姓
〉
と
も
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
主
に
〈古
老
〉
の
存
在
す
る
時
期
-
実
質
的
に
は
〈古
老
〉
の
用
語
出
現
期
ー
と
、
そ
の
後
の
展
開
過
程
を
後
述
の
係
争
(相
論
)
と
村
落
共
同
体
内
部
で
の
形
態
に
つ
い
て
の
論
究
に
繋
げ
る
た
め
の
素
描
を
試
行
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
古
老
の
初
出
は
、
『常
陸
国
風
土
記
』
の
同
国
行
方
郡
の
「古
老
」
で
あ
る
塊
、
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
初
出
に
視
点
を
当
て
る
こ
と
に
し
た
い
の
で
、
八
世
紀
初
期
に
現
わ
れ
た
行
方
郡
内
の
古
老
は
除
外
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
永
延
元
(九
八
七
)
年
十
二
月
九
日
付
の
「筑
前
国
筥
崎
宮
塔
院
牒
」
を
み
る
と
、
「欲
被
早
裁
免
夜
須
郡
鱸
野
荘
十
六
図
一
里
官
物
背
例
勘
責
不
安
状
」
と
い
う
文
言
に
続
い
て
、
右
件
荘
立
之
後
、
経
四
十
余
年
、
四
至
之
内
公
田
不
交
、
国
郡
使
等
専
無
入
検
、
而
郡
司
新
偽
為
宗
、
構
申
虚
言
、
籠
入
公
田
云
々
、
仍
去
九
月
二
十
五
日
国
使
・
検
田
使
・
郡
司
・
古
老
等
、
相
供
相
糺
之
間
、
千
百
不
誤
、
公
田
不
交
、
而
今
称
載
徴
符
、
勘
責
官
物
、
(中
略
)
、
衙
察
之
状
、
且
被
免
違
例
之
勘
徴
、
且
被
糺
郡
司
之
奸
偽
、
(下
略
)
と
あ
02
(傍
点
ー
奧
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)、
筑
前
国
夜
須
郡
の
鱸
野
荘
の
四
至
内
に
公
田
が
あ
る
ゆ
え
に
官
物
を
勘
責
し
た
郡
司
の
偽
言
の
真
偽
確
認
の
た
め
に
、
国
使
・
検
田
使
・
郡
司
と
と
も
に
「古
老
」
も
相
糺
す
る
が
、
荘
内
に
公
田
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
院
牒
に
「古
老
」
の
用
語
が
現
わ
れ
る
。
「古
老
」
用
語
の
初
見
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。そ
し
て
、
こ
の
一
〇
世
紀
後
半
の
院
牒
に
よ
る
か
ぎ
り
、
荘
園
内
の
公
田
の
存
否
確
認
に
国
使
、
検
田
使
、
郡
司
ら
が
荘
域
に
入
っ
て
い
る
状
況
か
ら
国
衙
公
権
の
強
弱
を
想
定
し
得
る
と
と
も
に
、
こ
の
確
認
に
古
老
が
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
一
〇
世
紀
後
半
に
「古
老
」
の
用
語
が
現
わ
れ
て
以
後
、
=
世
紀
中
頃
ま
で
「古
老
」
用
語
は
見
出
し
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
天
　お
　
喜
三
(
δ
五
五
)
年
+
月
九
日
付
の
、伊
賀
守
小
野
守
経
請
文
L
に
み
え
る
.古
老
之
談
話
L
と
い
,つ
文
量
口
と
と
も
に
、
洞
郊
)天
喜
三
年
(十
二
月
P
)
二
十
八
日
付
の
「丹
波
国
後
河
荘
田
堵
等
解
」
の
.
右
田
堵
等
、
謹
検
案
内
、
此
御
荘
者
無
一
歩
公
田
相
□
事
、
(中
略
)
、
而
未
如
是
国
事
雑
役
更
無
被
付
仰
事
L
云
々
と
い
う
記
載
さ
れ
て
い
た
末
尾
に
、
別
当
[
]
介
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老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
五
七
五
八
美
野
介
紀
大
和
介
紀
(花
押
)
出
雲
介
紀
(花
押
)
　
マ
じ
信
野
介
紀
(花
押
)
　ぬ
　
と
連
署
し
て
い
る
「
旧
老
」
の
田
堵
の
存
在
が
窺
え
る
。
こ
の
旧
老
田
堵
と
称
し
た
備
後
掾
紀
氏
に
加
え
て
、
美
野
介
紀
氏
以
下
三
名
も
旧
老
田
堵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
田
堵
等
解
は
、
田
堵
あ
る
い
は
古
老
に
関
す
る
論
究
で
掲
げ
ら
れ
る
著
名
な
史
料
で
あ
り
、
備
後
掾
紀
氏
以
下
の
人
た
ち
は
旧
老
田
堵
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
=
世
紀
中
頃
の
田
堵
等
解
も
さ
き
の
院
牒
と
同
様
に
、
荘
内
公
田
の
存
否
と
国
役
免
除
の
沙
汰
が
な
い
こ
と
に
対
す
る
後
河
荘
旧
老
田
堵
ら
の
解
文
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
解
文
に
み
え
る
「旧
老
田
堵
」
以
外
に
同
荘
に
は
田
堵
は
存
在
し
て
い
た
と
想
定
す
る
な
ら
ぼ
、
旧
老
す
な
わ
ち
古
老
の
田
堵
ら
が
代
表
し
て
、
本
家
の
裁
許
を
請
申
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
一
世
紀
中
頃
に
「旧
老
H
古
老
」
と
い
う
用
語
で
表
現
し
た
田
堵
が
現
わ
れ
て
以
後
、
「古
老
」
用
語
を
明
示
す
る
用
語
は
二
世
紀
(
一
〇
八
〇
年
代
)
後
半
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
伊
賀
国
で
勢
力
を
持
っ
て
い
た
藤
原
真
遠
(実
遠
)
に
か
か
わ
る
著
名
な
史
料
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
治
二
(
一
〇
八
八
)
年
六
月
十
九
日
付
の
「東
大
寺
領
伊
賀
国
名
張
郡
定
使
懸
光
国
解
案
」
が
そ
れ
で
、
こ
の
解
案
を
み
る
と
、
右
、
光
国
謹
案
事
情
、
件
真
遠
朝
臣
之
例
、
在
地
古
老
者
召
問
子
細
之
処
、
彼
真
遠
為
当
国
猛
者
、
諸
郡
有
真
遠
之
所
領
、
仍
郡
々
令
立
田
屋
、
所
宛
昨
佃
也
、
国
内
人
民
皆
為
彼
従
者
所
服
仕
也
、
仍
不
取
加
地
子
、
至
于
他
在
京
領
主
者
、
皆
所
令
徴
取
加
地
子
也
、
(中
略
)
、
兼
又
東
大
寺
黒
田
御
荘
住
人
相
語
公
民
、
致
如
此
之
訴
云
々
(下
略
)
お
　
と
あ
り
(傍
線
-
奥
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)
、
伊
賀
国
の
「在
地
古
老
」
を
召
し
問
う
と
、
「彼
真
遠
為
当
国
猛
者
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
「皆
所
令
徴
取
加
地
子
也
」
と
い
う
記
載
ま
で
の
内
容
を
在
地
古
老
が
詳
細
に
語
っ
た
と
考
え
て
い
る
(こ
の
記
載
以
下
に
も
古
老
が
話
し
た
内
容
と
想
定
し
得
る
文
書
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
)
。
伊
賀
国
の
在
地
古
老
の
加
地
子
徴
取
の
有
無
に
つ
い
て
の
語
り
と
と
も
に
、
黒
田
荘
住
人
が
公
民
と
相
語
っ
て
訴
え
に
至
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
事
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
東
大
寺
「黒
田
荘
住
人
」
と
う
用
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
「住
人
」
云
々
と
い
う
用
語
は
、
す
で
に
掲
げ
た
天
喜
三
年
十
月
九
日
付
の
「伊
賀
守
小
野
守
経
請
文
」
に
現
わ
れ
た
「古
老
之
談
　ヨ
話
」
の
文
言
の
少
し
前
の
記
載
に
「鞆
田
・
湯
船
等
邑
住
人
」
と
い
う
用
語
が
み
ら
れ
、
邑
h
村
の
「住
人
」
と
い
う
用
語
の
初
見
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
=
世
紀
中
頃
に
は
「古
老
」
と
「住
人
」
そ
れ
も
村
の
住
人
1
が
並
行
し
て
現
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
一
二
世
紀
(
一
=
二
〇
年
代
)
前
半
に
も
み
ら
れ
、
天
承
元
(
一
=
二
一
)
年
五
月
十
三
日
付
の
「筑
前
国
把
岐
浦
住
人
隆
実
請
文
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
請
文
を
み
る
と
、
　
マ
じ
原
荘
為
寺
領
経
年
舒
之
由
、
雖
令
帖
送
給
、
彼
荘
非
寺
家
御
領
者
、
誰
人
歟
可
申
哉
、
但
御
寺
御
領
と
乍
申
、
四
至
千
百
可
有
限
云
丶
(中
略
)・
院
籍
讀
纔
給
琶
被
互
神
裁
之
貝
軅
.
暮
爻
等
慰
坂
雪
曹
瓧
蘿
申
平
又
鉦
{国
宣
府
宜
、
猥
加
制
止
之
由
、
(下
略
)
　レ
　
と
あ
り
、
寺
領
の
是
非
と
四
至
(北
限
、
南
限
、
西
限
、
東
限
)
に
つ
い
て
荘
内
の
「古
老
人
等
」
の
か
か
わ
り
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
請
文
で
は
荘
(原
荘
)
の
「古
老
人
等
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
が
「古
老
」
の
範
畴
の
人
た
ち
と
し
て
「
古
老
人
等
」
と
い
う
用
語
表
現
が
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
請
文
の
時
期
か
ら
一
〇
年
ほ
ど
下
っ
た
永
治
元
(
=
四
〇
)
年
十
月
二
十
九
日
付
の
「東
大
寺
牒
案
」
に
も
、
寺
領
と
四
至
内
の
他
領
存
否
か
か
わ
っ
た
古
老
の
存
在
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
牒
案
を
み
る
と
、
欲
被
且
任
官
符
宣
旨
、
如
旧
返
入
、
且
為
仏
法
興
隆
、
依
恩
免
除
、
為
院
領
字
内
牧
荘
所
被
割
取
寺
領
字
茜
部
荘
四
至
膀
示
内
治
田
并
敷
地
合
拾
弐
町
五
段
状
、
(中
略
)
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
五
九
六
〇
牒
、
件
荘
者
是
桓
武
天
皇
勅
旨
田
、
(中
略
)、
彼
此
両
荘
堺
畔
各
別
之
上
、
当
荘
元
是
一
円
之
地
、
寧
四
至
之
内
、
相
交
他
領
哉
、
而
古
老
住
人
申
云
、
末
代
之
比
、
当
荘
有
国
郡
煩
之
時
、
件
在
家
人
等
為
募
権
威
、
所
号
宮
御
領
作
人
由
也
云
≧
、
(下
略
)
　あ
　
と
あ
り
、
寺
領
の
荘
園
四
至
内
で
の
他
領
の
存
否
の
問
題
が
あ
る
こ
と
と
、
こ
の
他
領
存
否
の
要
因
と
も
い
え
る
荘
内
の
在
家
人
の
宮
御
領
作
人
と
号
し
た
こ
と
を
古
老
住
人
が
申
し
告
げ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
老
は
在
家
人
が
権
威
の
傘
下
で
院
領
作
人
と
称
し
た
こ
と
も
申
し
述
べ
て
い
た
の
で
あ
り
、
「古
老
住
人
」
に
問
い
た
だ
し
た
も
の
か
、
否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
荘
領
の
現
況
(院
領
に
寺
領
の
治
田
を
割
取
ら
れ
る
)
を
良
く
知
っ
て
い
た
の
が
、
「古
老
」
住
人
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
牒
案
と
関
連
す
る
史
料
で
あ
る
永
治
二
(
一
一
四
一
)
年
十
月
日
付
の
「美
濃
国
茜
部
荘
住
人
申
文
案
」
に
は
、
古
老
住
人
の
申
し
述
べ
た
内
容
が
詳
細
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「東
大
寺
御
領
茜
部
御
荘
住
人
等
解
申
進
申
文
事
」
に
は
、
(公
脱
力
)
「請
被
任
御
験
并
度
≧
官
符
宣
旨
、
如
旧
糺
定
往
古
四
至
榜
示
内
治
田
敷
等
、
旁
被
押
取
田
地
在
家
、
次
第
減
少
相
折
御
年
貢
八
丈
(絹
力
)
(19
)
綿
等
、
既
及
闕
怠
子
細
愁
状
」
と
い
う
情
況
が
記
述
さ
れ
、
三
ヶ
条
に
亘
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
二
ヶ
条
に
「
古
老
住
人
」
が
申
し
述
べ
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
次
に
抽
出
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ヘ
ヘ
ヘ
へ
茜
部
荘
住
人
元
八
十
余
家
也
。
今
纔
及
二
三
家
云
≧
。
古
老
住
人
申
云
、
如
此
国
郡
牢
籠
之
比
、
以
処
≧
陸
地
畠
被
立
一
品
宮
御
領
之
日
、
(中
略
)
、
件
陸
地
御
荘
随
一
也
、
而
茜
部
御
荘
本
在
家
ハ
件
村
二
相
向
也
、
随
便
宣
依
出
作
彼
地
、
為
募
御
勢
、
号
宮
御
領
作
人
也
、
以
之
為
由
緒
、
所
被
分
取
居
之
当
御
荘
敷
也
云
≧
、
凡
出
作
他
領
、
雖
諸
国
普
通
事
、
無
被
取
居
住
敷
地
之
例
、
　マ
こ
(中
略
)
[※
「東
堺
友
河
膀
示
内
、
在
家
敷
地
旧
治
田
等
、
為
市
橋
御
荘
内
牧
村
被
耗
取
事
」
の
条
文
]
右
、
古
老
住
人
申
云
、
小
厚
見
小
路
者
、
自
戌
亥
亥
角
朴
垣
辻
、
(中
略
)
東
西
行
小
途
也
、
凡
件
小
路
者
、
自
平
田
荘
通
皮
手
村
也
云
≧
、
(中
略
)、
為
平
田
荘
加
納
、
所
被
押
取
也
、
古
老
住
人
申
云
、
字
厚
見
王
大
夫
政
則
者
、
厚
見
郡
司
茜
郡
・
平
田
両
荘
下
司
也
、
舎
弟
僧
定
増
ハ
茜
部
荘
別
当
也
、
(中
略
)、
停
止
政
則
・
定
増
等
之
時
、
政
則
依
為
郡
司
并
平
田
荘
司
、
(中
略
)、
称
公
田
入
平
田
荘
加
納
也
、
(下
略
)
[※
「北
堺
朴
垣
并
小
厚
見
小
路
膀
示
内
治
田
荒
地
等
、
為
平
田
荘
加
納
被
押
取
事
」
の
条
文
]
　　
　
少
し
長
文
に
亘
っ
た
が
、
荘
園
内
住
人
で
あ
る
古
老
が
申
し
述
べ
た
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
院
領
(宮
領
)
の
作
人
と
号
し
た
こ
と
の
詳
細
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
院
の
権
威
を
募
っ
て
作
人
と
称
し
た
在
家
人
は
出
作
人
で
あ
り
、
こ
れ
を
楯
に
(出
作
人
の
)
居
住
敷
地
1
荘
域
内
敷
地
が
分
取
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
小
見
小
路
は
平
田
荘
か
ら
皮
手
村
に
通
じ
る
小
路
で
あ
る
こ
と
を
古
老
が
申
し
述
べ
る
と
と
も
に
、
厚
見
王
大
夫
の
政
則
と
い
う
人
物
が
厚
見
郡
司
で
あ
る
反
面
、
茜
部
荘
と
平
田
荘
の
下
司
身
分
で
あ
り
、
公
田
を
平
田
荘
加
納
田
に
編
入
し
た
こ
と
が
古
老
の
話
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
政
則
の
舎
弟
で
あ
る
僧
定
増
が
茜
部
荘
別
当
身
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
古
老
の
申
し
述
べ
た
話
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
住
人
申
文
案
に
現
わ
れ
た
「古
老
住
人
(住
人
の
古
老
)
」
の
述
べ
た
内
容
か
ら
、
単
に
荘
園
(村
落
P
)
内
部
に
お
け
る
〈住
人
〉
と
い
う
立
場
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
な
事
象
を
挙
げ
る
と
、
久
安
三
(
=
四
七
)
年
五
月
二
十
八
日
付
の
「紀
伊
国
神
野
荘
住
人
解
」
に
み
る
「神
野
内
　
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
れ
　
猿
河
村
者
、
当
御
荘
膀
示
之
刻
、
依
公
験
理
、
依
在
庁
申
状
、
依
前
司
詞
、
依
古
老
議
、
沙
汰
切
畢
」
と
い
う
1n�
載
内
容
で
あ
り
、
神
野
荘
の
〈
住
人
〉
が
か
か
わ
る
沙
汰
に
〈古
老
〉
の
「古
老
議
(古
老
に
よ
る
合
議
を
示
す
も
の
か
)」
も
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
茜
部
荘
住
人
の
申
文
(案
文
)
と
同
様
に
荘
園
内
部
の
〈住
人
〉
と
は
違
っ
た
〈古
老
〉
の
立
場
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
〈古
老
〉
の
立
場
あ
る
い
は
役
割
は
、
荘
園
内
の
〈住
人
〉
と
の
差
異
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
文
言
、
す
な
わ
ち
さ
き
の
永
延
元
(九
八
七
)
年
の
「筑
前
国
筥
崎
宮
塔
院
牒
」
に
み
え
る
「
国
使
・
検
田
使
・
郡
司
・
古
老
等
相
共
相
糺
之
間
」
と
い
う
　お
　
表
現
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
つ
ま
り
、
荘
園
内
の
公
田
の
存
否
を
確
認
す
べ
き
処
置
に
国
衙
の
官
人
と
と
も
に
古
老
が
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
象
は
、
九
八
〇
年
代
以
来
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
六
一
六
二
そ
し
て
、
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
中
頃
に
か
け
て
み
ら
れ
る
「古
老
」
「在
地
古
老
」
「古
老
在
地
」
「古
老
人
」
「古
老
住
人
」
な
ど
の
用
語
で
表
現
さ
れ
て
き
た
〈古
老
〉
は
、
荘
内
公
田
の
存
否
お
よ
び
領
有
と
公
役
に
か
か
わ
る
争
い
、
荘
園
間
の
(荘
域
)
領
有
お
よ
び
押
領
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で
は
、
一
〇
世
紀
後
半
に
「古
老
」
の
用
語
が
出
現
し
て
、
一
二
世
紀
中
頃
に
至
る
ま
で
「古
老
」
と
い
う
用
語
に
「
在
地
」
「住
人
」
の
用
語
が
付
加
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
、
公
領
(国
衙
)
と
荘
園
(荘
園
領
主
)、
あ
る
い
は
荘
園
と
荘
園
と
の
間
で
引
き
起
っ
た
領
有
と
公
役
に
か
か
わ
る
問
題
解
決
に
〈古
老
〉
の
存
在
は
一
つ
の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
便
宜
的
に
〈
初
期
の
古
老
〉
と
で
も
呼
称
し
得
る
古
老
は
、
荘
園
公
領
に
お
け
る
村
落
内
の
共
同
体
構
成
員
と
し
て
、
用
語
的
に
も
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
む
し
ろ
、
荘
域
あ
る
い
は
公
領
域
で
の
古
老
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
は
、
村
落
共
同
体
時
集
団
の
古
老
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
村
落
共
同
体
構
成
員
と
し
て
の
「古
老
」
の
意
識
が
史
料
の
記
載
か
ら
読
み
と
れ
な
い
こ
と
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
　お
　
併
せ
て
、
さ
き
の
久
安
三
(
=
四
七
)
年
の
「紀
伊
国
神
野
荘
住
人
解
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「依
古
老
議
」
に
は
、
一
人
の
古
老
の
存
在
を
表
現
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
複
数
の
古
老
の
存
在
が
想
定
し
得
る
。
そ
れ
は
、
正
治
元
(
一
一
九
九
)
年
銘
の
史
料
と
承
知
さ
れ
て
い
る
「伊
賀
黒
田
荘
民
陳
状
案
」
に
み
え
る
三
十
年
前
後
一
唐
懸
三
段
近
年
開
発
之
由
事
≧
≧
°
°
、
、
、
、
所
口
口
儀
已
然
云
々
、
陳
申
云
、
件
田
開
発
之
時
代
、
荘
内
古
老
之
輩
一
切
・
不
見
知
之
云
≧
、
往
昔
之
耕
作
・
之
由
各
所
申
也
、
(下
略
)
　
へ
　
ヘ
ン
ヘ
ン
へ
　く
　
ぬ
　
と
い
う
よ
う
に
、
荘
内
に
複
数
の
古
老
が
存
在
し
、
彼
ら
古
老
に
よ
る
と
件
の
田
の
開
発
時
を
一
切
見
知
ら
ず
と
い
う
よ
う
な
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
村
落
共
同
体
内
の
複
数
の
古
老
で
は
な
く
、
黒
田
荘
内
の
複
数
の
「古
老
之
輩
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
で
は
、
一
二
世
紀
中
頃
あ
る
い
は
後
半
ま
で
の
古
老
が
、
〈
在
地
古
老
(古
老
在
地
)〉
か
ら
〈古
老
住
人
〉
へ
と
表
現
を
移
行
さ
せ
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
表
現
に
変
わ
り
な
が
ら
、
村
落
内
の
古
老
へ
と
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
否
か
を
次
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
併
せ
て
、
古
老
が
一
人
で
、
あ
る
い
は
複
数
で
荘
園
内
ま
た
は
公
領
内
の
係
争
問
題
の
解
決
に
役
割
を
果
し
得
る
も
の
か
、
否
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
第
二
係
争
に
み
る
古
老
の
存
在
形
態
一
二
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
至
る
時
期
に
は
、
古
老
は
「古
老
住
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
〈古
老
と
住
人
〉
と
解
釈
す
る
よ
り
も
〈古
老
の
住
人
〉
と
理
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「古
老
住
人
」
の
時
期
以
降
、
諸
々
の
係
争
下
で
古
老
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
呼
称
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
古
老
自
身
は
ど
の
よ
う
に
称
し
て
い
た
も
の
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
建
永
元
(
一
二
〇
六
)
年
月
日
付
の
「慈
円
起
請
文
」
を
み
る
と
、
「大
懴
法
院
条
々
起
請
事
」
(
=
ヶ
条
)
と
「荘
園
事
」
(八
ヶ
条
)
に
大
き
く
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
荘
園
に
関
す
る
八
ヶ
条
の
一
つ
で
あ
る
「藤
嶋
荘
越
前
国
」
に
か
か
わ
る
1
1
I
載
を
み
る
と
、
先
件
荘
者
、
為
平
氏
没
官
地
、
頼
朝
卿
領
知
之
間
、
以
別
願
白
山
平
泉
寺
所
令
寄
進
也
、
其
後
少
僧
任
天
台
座
主
治
山
之
間
、
尋
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
取
当
荘
文
書
等
、
召
寄
彼
寺
住
僧
問
子
細
、
招
取
古
老
百
姓
尋
由
来
之
処
、
源
将
軍
寄
進
之
時
、
全
不
知
所
当
之
多
少
、
平
泉
寺
入
己
之
間
、
更
不
存
満
作
之
地
利
云
≧
、
爰
小
僧
久
歎
仏
法
衰
微
、
(下
略
)
　お
　
と
あ
り
、
藤
嶋
荘
の
所
当
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
平
泉
寺
住
僧
を
招
集
し
て
問
い
た
だ
し
、
「古
老
百
姓
」
を
招
き
尋
ね
る
が
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
所
当
の
状
況
い
か
ん
に
よ
っ
て
仏
法
衰
微
を
も
た
ら
す
こ
と
も
触
れ
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
六
三
六
四
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
、
住
僧
は
も
と
よ
り
藤
嶋
荘
の
古
老
百
姓
に
尋
ね
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
起
請
文
に
現
わ
れ
る
古
老
は
、
「古
老
百
姓
」
と
捉
え
ら
れ
、
「古
老
住
人
」
で
は
な
か
っ
た
。
=
二
世
紀
初
め
に
は
、
古
老
の
呼
称
で
〈住
人
〉
か
ら
〈
百
姓
〉
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
荘
園
内
の
村
落
共
同
体
構
成
員
の
「古
老
百
姓
」
と
は
断
定
し
が
た
い
。
さ
ら
に
、
延
応
元
(
一
二
一二
九
)
年
八
月
十
八
日
付
の
「関
東
御
教
書
」
を
み
る
と
、
出
雲
国
園
山
本
荘
と
新
荘
お
よ
び
成
楽
寺
に
(妨
力
)
か
か
わ
る
事
柄
で
、
と
く
に
「可
令
早
停
止
出
雲
国
園
山
本
荘
并
成
楽
寺
濫
坊
、
為
新
荘
内
致
沙
汰
海
山
事
」
に
つ
い
て
、
右
、
如
当
地
頭
邦
道
所
進
貞
応
二
年
御
教
書
案
者
、
出
雲
国
園
山
新
荘
地
頭
之
高
通
申
境
相
論
事
、
本
新
荘
成
楽
寺
三
箇
所
各
別
也
、
而
為
二
箇
所
地
頭
等
致
妨
云
≧
、
早
尋
明
彼
比
之
理
非
、
注
絵
図
、
召
在
庁
并
古
老
荘
官
起
請
状
、
可
令
言
上
云
≧
、
(中
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
略
)
、
自
守
護
所
被
尋
問
之
処
、
云
本
新
荘
前
地
頭
、
云
新
荘
古
老
百
姓
等
、
本
荘
内
無
海
山
之
由
、
令
進
上
起
請
文
畢
、
(下
略
)
あ
　
と
い
う
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
教
書
か
ら
、
出
雲
国
園
山
新
荘
の
地
頭
の
濫
妨
に
よ
っ
て
、
海
山
の
存
否
が
係
争
の
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
係
争
に
と
も
な
っ
て
、
そ
の
是
非
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
在
庁
官
人
・
古
老
・
荘
官
(古
老
荘
官
と
考
え
る
べ
き
か
)
に
よ
る
起
請
文
を
召
し
た
こ
と
、
そ
し
て
守
護
所
の
尋
問
で
本
荘
・
新
荘
の
前
地
頭
お
よ
び
新
荘
の
古
老
百
姓
ら
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
本
荘
に
は
海
山
は
な
い
と
す
る
起
請
文
を
進
上
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
在
庁
官
人
と
と
も
に
古
老
・
荘
官
(古
老
荘
官
か
)
が
起
請
文
を
提
示
し
た
こ
と
は
、
在
庁
官
人
と
い
っ
し
ょ
に
古
老
・
荘
官
(古
老
荘
官
か
)
や
古
老
百
姓
が
署
名
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
訴
訟
に
か
か
わ
る
古
老
の
連
署
と
は
異
な
る
が
、
=
二
世
紀
前
半
に
も
古
老
ら
に
よ
る
連
署
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
訴
訟
で
は
な
い
が
、
起
請
文
と
同
様
に
文
書
の
紛
失
の
証
人
的
立
場
で
古
老
が
連
署
押
捺
し
て
い
る
こ
と
を
、
延
応
元
(
一
二
三
九
)
年
十
月
日
付
の
「某
紛
失
状
」
に
よ
っ
て
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
こ
処
盗
犯
、
仍
一
家
輩
并
在
地
者
、
同
所
加
判
行
之
状
如
件
、
(中
略
)
(古
脱
力
)
烈
顕
然
、
在
地
老
等
与
判
下
野
真
光
(略
押
)
紀
為
元
(略
押
)
藤
井
末
国
(略
押
)
藤
井
末
包
(略
押
)
播
磨
国
包
(略
押
)
　ぜ
と
あ
り
、
五
名
の
在
地
の
(古
)
老
が
署
名
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
御
教
書
の
記
載
を
み
る
か
ぎ
り
、
古
老
(百
姓
も
含
め
て
)
が
新
荘
の
荘
域
に
あ
る
村
落
共
同
体
構
成
員
で
あ
る
と
い
う
記
載
は
、
同
御
教
書
の
文
言
か
ら
窺
え
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
「新
荘
古
老
百
姓
等
」
と
い
う
文
言
の
ま
ま
理
解
す
る
な
ら
ば
、
園
山
新
荘
の
領
域
に
居
る
〈古
老
百
姓
〉
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
半
の
古
老
は
荘
園
の
荘
域
に
莫
然
と
存
在
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
反
面
、
現
時
点
で
は
固
有
の
村
落
内
に
居
る
と
い
う
表
現
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
仁
治
二
(
一
二
四
一
)
年
銘
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「金
剛
峯
寺
衆
徒
陣
状
土
代
」
に
は
、
「金
剛
峯
寺
与
粉
河
寺
荘
堺
相
論
」
に
古
老
が
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、
荘
園
の
固
有
の
村
落
に
居
る
古
老
と
は
把
握
し
が
た
い
記
載
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
於
椎
尾
山
者
、
水
無
河
以
西
之
事
明
白
也
、
往
昔
以
来
、
名
手
荘
無
交
之
、
(中
略
)
、
以
知
、
於
椎
尾
者
名
手
荘
内
、
香
御
(由
脱
力
)
之
申
之
園
是
也
、
又
地
主
琳
宗
加
制
止
、
取
鉞
之
事
、
相
尋
古
老
之
処
、
以
外
僻
事
虚
誕
也
、
(下
略
)
丶丶
丶～
≧
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
六
五
六
六
　お
　
と
あ
り
、
金
剛
峯
寺
と
粉
河
寺
の
荘
園
の
堺
(境
界
)
に
関
す
る
相
論
で
の
対
象
地
域
に
つ
い
て
古
老
に
尋
ね
て
い
る
が
、
村
落
内
の
古
老
で
あ
る
と
い
う
明
示
は
な
い
。
た
だ
、
百
姓
は
丹
生
屋
と
い
う
村
落
の
者
で
あ
る
よ
う
な
表
現
が
あ
る
(「於
丹
生
屋
村
之
上
」
・
…
°
(29
)
≧
≧
≧
≧
≧
≧
≧
「
一
丹
生
屋
百
姓
解
云
」
と
い
う
文
言
が
そ
れ
で
あ
る
)。
だ
が
、
明
確
に
村
落
内
百
姓
と
記
載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
こ
の
陳
状
土
代
に
み
え
る
古
老
が
か
か
わ
っ
て
尋
問
を
受
け
る
内
容
は
、
荘
園
間
の
荘
域
の
境
界
で
の
係
争
(境
界
相
論
)
で
あ
り
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
な
荘
内
公
田
の
存
否
に
か
か
わ
る
公
領
(国
衙
)
と
荘
園
(荘
園
領
主
)
と
の
係
争
と
は
異
な
る
。
し
か
し
、
一
三
世
紀
中
頃
以
降
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
所
務
に
か
か
わ
る
相
論
で
古
老
は
尋
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
紊
三
(
三
六
六
)
年
四
月
吉
付
の
蘭
東
下
知
状
L
の
示
早
河
饕
丸
与
同
美
韮
剛
司
籤
認
麓
代
左
兵
欝
重
藉
論
条
≧
L
に
お
い
て
、
一
検
断
事
右
、
如
竹
王
丸
申
者
、
季
平
・
国
平
二
代
之
問
、
於
新
荘
者
、
致
沙
汰
之
処
、
(中
略
)
、
本
仏
押
領
之
条
無
謂
、
且
子
細
申
公
文
段
畢
、
検
断
事
、
為
同
篇
歟
云
≧
、
(中
略
)
、
就
中
、
去
建
保
之
比
、
新
荘
住
人
等
致
海
賊
、
令
取
御
物
之
間
、
依
被
下
御
教
書
、
本
仏
致
沙
汰
畢
、
(中
略
)、
加
之
、
平
左
衛
門
入
道
盛
阿
巡
検
之
時
、
当
荘
犯
科
事
触
申
之
処
、
出
返
状
畢
云
≧
、
(中
略
)
、
次
御
教
書
等
事
、
依
便
宜
、
可
尋
明
之
由
、
被
仰
下
歟
、
所
詮
、
以
起
請
文
、
可
被
尋
問
信
平
并
新
荘
古
老
人
等
也
云
≧
、
重
兼
申
　
　
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
、
新
荘
古
老
人
者
、
竹
玉
丸
地
頭
之
問
、
爭
可
申
実
正
哉
、
可
有
御
尋
者
、
可
被
尋
問
本
荘
住
人
等
也
、
(下
略
)
　　
　
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
新
荘
住
人
ら
が
海
賊
に
な
っ
て
物
を
盗
っ
た
罪
科
に
つ
い
て
、
新
荘
の
古
老
人
ら
が
尋
問
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
罪
犯
科
の
行
為
に
対
す
る
検
断
に
沼
田
新
荘
の
古
老
人
を
召
し
出
し
、
起
請
文
を
も
っ
て
、
尋
問
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
三
世
紀
中
頃
の
段
階
で
は
、
す
で
に
触
れ
た
荘
園
内
公
田
の
存
否
や
荘
園
間
の
荘
域
境
界
で
古
老
が
一
つ
の
役
割
を
果
し
た
段
階
と
は
異
な
り
、
所
務
の
一
つ
で
あ
る
検
断
権
行
使
に
対
す
る
一
助
を
担
う
〈
古
老
(古
老
人
)
〉
の
存
在
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
地
頭
職
お
よ
び
下
地
に
関
す
る
相
論
で
古
老
が
証
人
と
し
て
召
し
尋
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
建
治
三
(
一
二
七
七
)
年
九
月
十
一
日
付
の
「関
東
下
知
状
案
」
か
ら
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「筑
前
国
朝
町
村
地
頭
佐
々
目
蔵
人
清
光
代
教
円
与
宗
像
大
宮
司
長
氏
代
僧
隆
恵
相
論
当
村
田
畠
下
地
事
」
に
つ
い
て
、
右
、
対
決
之
処
、
如
教
円
申
者
、
当
村
地
頭
職
者
、
清
光
外
祖
父
上
野
介
資
信
嘉
禎
二
年
宛
給
之
以
来
、
令
進
止
下
地
畢
、
(中
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
コ
　
　
略
)、
而
仰
大
友
出
羽
前
司
頼
泰
、
被
尋
問
之
処
、
(中
略
)、
当
村
古
老
沙
汰
人
百
姓
等
七
人
事
、
就
任
国
地
頭
代
信
阿
注
文
、
執
進
起
請
散
状
処
、
沙
汰
人
百
姓
等
者
地
頭
同
心
之
間
、
不
足
証
人
、
以
社
家
古
老
人
、
可
被
尋
問
云
≧
、
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
村
地
頭
側
と
宗
像
大
社
宮
司
側
と
で
村
内
の
田
畠
下
地
の
進
止
に
関
し
て
対
決
し
た
情
況
を
記
述
し
て
い
る
文
中
に
朝
町
村
の
古
老
・
沙
汰
人
・
百
姓
ら
七
名
で
は
証
人
不
足
で
あ
る
た
め
、
社
家
の
古
老
人
に
も
尋
問
す
べ
き
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
(こ
こ
で
は
、
古
老
と
沙
汰
人
と
百
姓
と
し
た
が
、
古
老
の
沙
汰
人
と
百
姓
と
も
読
み
と
れ
る
)。
こ
の
下
知
状
案
の
相
論
の
事
由
に
つ
い
て
の
検
討
は
と
も
か
く
と
し
て
、
〈
古
老
〉
は
筑
前
国
宗
像
郡
内
の
朝
町
村
に
在
村
し
て
い
た
村
落
内
部
の
構
成
員
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
〈古
老
〉
に
加
え
て
〈百
姓
〉
ら
も
七
名
の
証
人
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
朝
町
村
に
存
在
し
て
い
た
〈
百
姓
〉
ら
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
得
る
。
い
わ
ゆ
る
村
人
あ
る
い
は
村
民
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
一
三
世
紀
中
頃
以
後
、
係
争
の
事
由
が
変
わ
っ
て
古
老
を
召
し
尋
ね
る
事
柄
も
そ
れ
に
追
随
し
た
形
態
を
と
り
、
そ
れ
と
と
も
に
召
し
尋
ね
る
対
象
呼
称
も
住
人
で
は
な
く
百
姓
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
、
〈
古
老
・
百
姓
〉
あ
る
い
は
〈古
老
百
姓
〉
の
用
語
お
よ
び
呼
称
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
下
知
状
案
と
同
様
な
事
象
を
示
す
史
料
と
し
て
、
弘
安
元
(
一
二
七
八
)
年
五
月
日
付
の
「若
狭
太
良
荘
百
姓
藤
井
氏
宗
陳
状
案
」
を
も
う
一
つ
掲
げ
る
と
、
副
進
の
二
案
文
の
一
つ
に
、
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
六
七
六
八
古
老
百
姓
顛
鯏
弁
申
状
案
(32
)
と
あ
り
、
真
利
と
真
安
の
二
名
の
古
老
百
姓
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
載
に
続
き
、
件
名
主
職
、
祖
母
并
西
念
等
、
可
相
伝
領
掌
之
条
顕
然
也
、
相
論
法
、
訴
訟
習
、
以
証
文
為
為
詮
。
而
備
証
文
等
之
上
者
、
(中
略
)、
不
足
言
次
第
也
、
所
詮
、
究
比
段
、
併
仰
高
察
者
也
、
(中
略
)、
宗
氏
弁
申
云
、
自
勧
心
至
重
真
等
、
不
帯
一
紙
証
文
、
而
宗
氏
ハ
云
僧
都
御
房
御
宛
文
、
云
古
老
百
姓
等
申
状
、
証
文
等
顕
然
之
上
者
、
何
可
残
御
不
審
乎
、
(中
略
)
、
古
老
百
姓
等
申
状
ハ
重
真
訴
訟
之
時
、
被
尋
下
状
也
、
(下
略
)
　　
　
と
い
う
記
載
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
陳
状
案
で
は
、
「古
老
百
姓
等
申
状
」
を
証
文
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
申
状
と
は
、
真
利
と
真
安
の
二
名
の
古
老
百
姓
が
弁
ず
る
申
状
で
あ
っ
た
と
い
え
る
(若
狭
国
太
良
荘
の
勧
心
名
お
よ
び
名
主
職
の
係
争
は
長
く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
陳
状
案
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
)。
「古
老
百
姓
」
の
呼
称
は
、
一
三
世
紀
中
頃
か
ら
使
用
さ
れ
、
一
四
世
紀
に
至
る
ま
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
、
次
の
二
史
料
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
の
一
つ
は
、
徳
治
三
(
=
二
〇
八
)
年
五
月
二
十
四
日
付
の
「頼
尊
奉
書
土
代
」
に
み
る
、
悉
帯
地
下
之
文
書
且
、
、
条
≧
有
可
被
尋
沙
汰
事
等
、
来
月
二
十
日
以
前
。
可
令
参
洛
之
由
、
可
令
下
知
公
文
給
、
。
古
老
百
姓
両
三
人
、
同
可
令
上
洛
之
漫
油
給
由
、
被
下
知
・候
也
、
可
令
存
知
之
。
旨
、
御
沙
汰
候
也
、
(下
略
)
之
匕日
(4M)
と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
、
古
老
百
姓
三
人
を
上
洛
さ
せ
る
べ
き
と
い
う
下
知
の
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
は
、
元
享
四
(
一
三
二
四
)
年
三
月
日
付
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「伊
予
弓
削
島
荘
百
姓
申
詞
」
の
「寺
領
伊
予
国
弓
削
就
重
真
訴
申
被
尋
下
之
時
、
西
念
母
御
公
事
仕
候
シ
ヲ
ハ
、
見
及
候
キ
、
勧
心
二
何
ト
約
束
シ
テ
カ
渡
候
ッ
ラ
ン
、
不
及
知
候
云
≧
、
母
領
掌
条
分
明
也
、
嶋
百
姓
等
就
訴
訟
遂
問
答
条
≧
事
L
に
お
い
て
訴
人
百
姓
等
則
古
老
百
姓
進
士
入
道
宗
太
郎
平
三
論
人
預
所
と
あ
葹
、
弓
削
島
荘
百
姓
ら
の
訴
訟
に
か
か
わ
る
問
答
の
前
文
に
、
訴
人
と
論
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
訴
人
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
「古
老
百
姓
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
古
老
百
姓
に
関
す
る
史
料
を
二
例
掲
げ
た
が
、
相
論
和
与
に
関
す
る
史
料
を
併
せ
て
次
に
挙
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
は
、
文
保
元
(
=
二
一
七
)
年
五
月
二
十
六
日
付
の
「山
内
通
資
・
慈
観
驅
和
与
状
案
」
に
み
え
る
六
ヶ
条
の
内
の
一
ヶ
条
に
「
一
弥
真
名
内
平
五
郎
入
道
之
上
畠
・
同
行
安
名
内
平
内
入
道
」
云
々
と
い
う
文
言
に
続
き
、
次
於
自
余
所
≧
之
堺
者
、
両
方
相
互
可
致
沙
汰
、
敢
不
可
違
乱
者
也
、
但
就
堺
之
事
、
於
荘
家
相
互
有
異
論
、
堺
等
事
、
相
貽
不
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
者
、
召
出
古
老
之
百
姓
、
以
起
請
之
詞
尋
究
之
、
可
落
居
也
、
(下
略
)
ホ
　
と
あ
り
、
各
名
田
畠
な
ど
の
所
有
地
の
基
礎
と
な
る
堺
(境
界
)
に
か
か
わ
る
係
争
で
、
「古
老
之
百
姓
」
を
召
し
出
し
て
究
明
し
た
上
で
決
解
さ
せ
る
べ
き
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
和
与
状
案
に
現
わ
れ
た
古
老
百
姓
も
、
さ
き
に
掲
げ
た
古
老
に
関
す
る
史
料
と
同
様
に
、
村
落
共
同
体
構
成
員
と
し
て
の
〈
古
老
〉
の
明
示
は
な
い
。
た
だ
、
す
で
に
挙
げ
た
建
治
三
(
一
二
七
七
)
年
九
月
の
「関
東
下
知
状
案
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
当
村
古
　ミ
老
沙
汰
人
百
姓
等
」
の
み
が
、
固
有
の
村
落
内
古
老
の
存
在
を
示
す
一
例
に
な
る
。
こ
の
「当
村
古
老
」
を
除
く
と
、
大
半
の
古
老
は
荘
園
内
の
存
在
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
古
老
に
関
す
る
史
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
村
落
内
〈
古
老
〉
の
一
事
例
を
除
く
と
、
荘
園
内
〈古
老
〉
と
表
現
さ
れ
る
事
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
何
故
に
村
落
内
の
〈古
老
〉
ら
で
は
な
く
て
、
荘
園
内
の
〈古
老
〉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
考
え
な
い
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
六
九
七
〇
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
疑
問
を
解
決
に
導
い
て
く
れ
る
古
老
に
か
か
わ
る
史
料
は
抽
出
し
得
な
い
。
た
だ
、
村
落
内
古
老
ら
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
荘
園
内
古
老
ら
に
召
し
尋
ね
る
係
争
ー
単
純
な
荘
内
公
田
の
有
無
か
ら
荘
々
の
境
界
論
争
、
荘
民
ら
の
罪
犯
検
断
な
ど
に
か
か
わ
り
な
く
ー
に
は
、
肩
寄
り
の
な
い
公
平
な
判
断
材
料
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
得
る
が
、
現
段
階
で
は
そ
の
証
と
な
る
史
料
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
=
二
世
紀
前
半
頃
か
ら
「古
老
住
人
」
で
は
な
く
、
「古
老
百
姓
」
と
い
う
文
言
に
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
、
す
で
に
掲
げ
た
一
群
の
史
料
か
ら
理
解
し
得
る
が
、
近
江
国
伊
香
立
荘
に
か
か
わ
る
史
料
に
は
、
「古
老
住
人
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
文
保
元
(
1
>>1
1
七
)
年
七
月
十
三
日
付
の
「大
弐
法
印
房
書
状
」
に
み
え
る
「伊
香
立
荘
民
人
乱
入
狼
藉
事
、
先
代
未
.
.
　.
　
　
(　
)
聞
之
珍
事
、
言
語
道
断
候
歟
」
と
い
う
事
態
に
、
「帯
次
第
文
書
、
古
老
住
人
□
召
具
、
可
令
出
洛
」
と
い
う
よ
う
に
古
老
住
人
ら
を
召
し
具
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
翌
文
保
二
(
=
一=
八
)
年
三
月
十
二
日
付
の
「近
江
伊
香
立
葛
川
相
論
事
書
」
に
も
、
一
此
沙
汰
之
間
、
令
列
参
、
重
々
申
入
了
、
所
詮
、
両
方
ヲ
相
宥
、
可
知
談
之
由
、
申
入
之
処
、
伊
香
立
葛
川
二
可
相
談
云
≧
古
老
住
人
等
、
可
登
山
事
、
　み
　
と
あ
り
、
伊
香
立
荘
と
葛
川
と
の
間
で
引
き
起
っ
た
相
論
に
「古
老
住
人
等
」
の
解
決
へ
の
関
与
が
窺
え
る
。
こ
の
伊
香
立
荘
に
か
か
わ
る
係
争
解
決
に
は
、
「古
老
住
人
等
」
の
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
例
は
例
外
的
な
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
例
外
的
事
例
と
断
言
し
得
る
も
の
か
は
判
断
し
か
ね
る
。
む
し
ろ
、
例
外
的
事
例
と
認
識
す
る
よ
り
も
、
一
四
世
紀
前
半
に
大
半
「古
老
百
姓
等
」
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
情
況
下
で
、
な
ぜ
伊
香
立
荘
関
連
の
み
に
「古
老
住
人
等
」
が
用
い
ら
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
か
と
考
え
る
方
が
妥
当
な
理
解
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
弘
安
十
(
一
二
八
七
)
年
二
月
日
付
の
「近
江
葛
河
行
者
等
解
」
に
は
、
(住
民
力
)
右
、
伊
香
立
荘
沙
汰
人
百
姓
等
、
先
年
此
於
葛
河
領
内
、
或
致
鱧
流
、
或
構
炭
竈
之
問
、
(中
略
)
、
近
年
彼
荘
[
]
恣
致
殺
生
、
(中
略
)
、
沙
汰
人
返
答
伝
、
炭
竃
口
古
老
百
姓
并
故
実
沙
汰
人
雖
加
制
禁
、
(中
略
)
、
更
不
令
敍
用
、
今
仰
尤
驚
存
者
也
、
早
以
　
マ
こ
此
等
之
次
第
、
相
触
土
民
、
具
忿
可
申
左
右
云
≧
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
伊
香
立
荘
沙
汰
人
百
姓
ら
に
よ
る
狼
藉
に
か
か
わ
る
「古
老
百
姓
」
ら
の
様
子
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
一
二
八
〇
年
代
の
伊
香
立
荘
に
関
す
る
〈古
老
百
姓
〉
は
、
1
>>1
1
O
年
代
に
は
〈
古
老
住
人
〉
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
用
語
の
変
化
に
ど
の
よ
う
な
要
因
が
内
在
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
方
の
「古
老
百
姓
」
の
用
語
は
葛
川
で
の
一
二
八
〇
年
代
の
文
書
で
あ
り
、
他
方
の
「古
老
住
人
」
の
用
語
は
伊
香
立
荘
で
の
=
二
一
〇
年
代
の
文
書
で
あ
る
と
い
う
違
い
は
指
摘
し
得
る
。
荘
園
内
の
古
老
あ
る
い
は
村
落
内
の
古
老
は
、
荘
地
ま
た
は
村
落
在
地
と
直
接
関
係
す
る
階
層
で
あ
る
が
、
神
社
や
寺
院
に
お
け
る
古
老
の
存
在
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
建
治
元
(
一
二
七
五
)
年
九
月
日
付
の
「佐
渡
長
安
寺
置
文
」
に
は
、
「瓱
弱
寺
僧
等
、
為
ヘ
へ
　
　
　
む
　
へ
若
院
主
、
若
古
老
宿
徳
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
弘
安
二
(
一
二
七
九
)
年
三
月
日
付
の
「大
中
臣
忠
光
申
状
」
に
は
、
「神
主
古
へ
　
　
　
お
　
老
之
神
主
者
、
傾
冠
而
令
恐
歎
畢
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
寺
院
の
古
老
僧
侶
お
よ
び
神
社
の
古
老
神
主
と
か
か
わ
る
事
態
は
、
い
ず
れ
も
係
争
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
(「早
可
経
上
訴
」
〔同
置
文
〕
、
「度
≧
雖
及
訴
陳
」
〔同
申
文
〕
)。
こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
係
争
・
相
論
に
と
も
な
っ
て
〈古
老
〉
に
も
解
決
の
糸
口
を
つ
か
も
う
と
す
る
情
況
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
荘
園
、
村
落
、
社
寺
に
か
か
わ
ら
ず
〈古
老
〉
の
役
割
は
、
係
争
・
相
論
で
の
是
非
を
決
め
る
た
め
に
申
し
述
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
解
決
に
導
く
べ
き
手
助
け
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
〈
古
老
〉
の
存
在
は
、
か
な
ら
ず
し
も
村
落
内
の
集
団
的
形
態
を
呈
し
て
い
た
と
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
さ
き
に
も
触
れ
た
が
、
荘
園
内
あ
る
い
は
村
落
内
の
係
争
・
相
論
に
か
か
わ
ら
ず
、
召
し
尋
ね
ら
れ
た
〈古
老
〉
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
公
平
・
公
正
な
申
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
さ
ら
に
、
荘
園
内
あ
る
い
は
村
落
内
で
の
集
団
的
存
在
形
態
と
限
定
し
て
理
解
し
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
七
一
七
二
得
る
も
の
か
は
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、
荘
園
内
ま
た
は
村
落
内
に
か
か
わ
ら
ず
、
耕
営
、
荘
官
職
、
そ
し
て
祭
祀
に
お
け
る
〈古
老
〉
の
存
在
形
態
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
次
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
第
三
章
地
域
共
同
体
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
古
老
は
個
々
の
村
落
共
同
体
成
員
と
し
て
、
荘
園
と
公
領
、
ま
た
は
荘
園
と
荘
園
の
間
で
引
き
起
こ
る
堺
(境
界
)
論
争
や
罪
科
人
の
検
断
な
ど
に
か
か
わ
る
存
在
で
は
な
く
、
荘
園
公
領
域
内
の
〈古
老
〉
と
い
う
立
場
で
役
割
ー
起
請
文
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
尋
問
で
の
申
上
な
ど
を
果
た
す
存
在
で
あ
る
こ
と
は
さ
き
に
論
及
し
て
き
た
。
こ
の
視
点
の
例
証
と
な
る
史
料
と
し
て
、
弘
長
二
(
一
二
六
二
)
年
三
月
一
日
付
の
「関
東
下
知
状
」
の
越
中
国
石
黒
荘
雑
掌
幸
貞
と
地
頭
と
考
え
ら
れ
る
定
朝
ら
の
相
論
二
六
ヶ
条
の
内
、
「
山
手
河
手
事
」
を
み
る
と
、
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
近
隣
住
人
等
者
、
爭
可
知
及
承
久
以
前
事
哉
云
≧
者
、
御
使
入
部
之
次
、
以
起
請
文
、
被
尋
問
承
久
以
前
例
近
隣
古
老
住
人
等
、
可
有
左
右
焉
、
　ぬ
　
と
あ
り
(傍
点
-
奥
野
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)
、
か
な
ら
ず
し
も
村
落
内
の
古
老
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「近
隣
古
老
住
人
等
」
(「近
隣
住
人
等
」
と
記
載
す
る
も
の
と
同
じ
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
)
と
明
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
一
つ
の
村
落
内
の
〈古
老
〉
を
限
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
近
隣
の
村
落
を
含
め
た
広
範
囲
に
居
住
す
る
〈古
老
〉
の
存
在
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
下
知
状
の
翌
年
銘
の
史
料
に
「近
江
大
嶋
社
神
事
日
記
案
」
が
あ
り
、
こ
の
日
記
案
の
文
末
を
み
る
と
、
弘
長
三
年
五
月
八
日
大
嶋
両
荘
ム
ラ
人
等
淦
肝
か
テ
か
助
高
粧
宗
利
粧
鳴
か
テ
か
サ
カ
ノ
ウ
ヘ
ノ
ヤ
ス
友
粧
跡
か
獄
毳
と
い
う
記
載
が
あ
㎎
、
す
で
に
一
二
六
〇
年
代
に
は
「
ム
ラ
」
意
識
が
荘
園
村
落
内
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
き
の
下
知
状
に
示
さ
れ
た
近
隣
の
〈古
老
〉
は
、
一
つ
の
ム
ラ
の
〈古
老
〉
を
表
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
一
村
単
位
で
は
な
く
、
荘
・
公
領
域
で
の
古
老
の
役
割
と
存
在
形
態
は
ど
こ
ま
で
の
範
囲
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
に
若
干
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、
耕
営
に
と
も
な
う
根
本
的
な
灌
漑
用
水
に
か
か
わ
る
古
老
の
存
在
を
、
徳
治
三
(
1
>>10
八
)
年
七
月
二
十
六
日
付
の
「東
寺
雑
掌
頼
尊
書
状
案
」
か
ら
窺
う
こ
と
に
す
る
。
「大
山
荘
井
料
田
事
」
云
々
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
用
水
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
く
が
、
こ
の
用
水
に
古
老
が
か
か
わ
っ
て
、
一
用
水
事
、
当
時
宮
田
方
如
被
申
候
者
、
み
つ
ひ
を
か
け
て
、
可
耕
作
云
≧
、
就
其
、
古
老
の
物
共
二
尋
申
候
ヘ
ハ
、
任
先
例
、
山
(の
)(来
続
)
別
の
井
を
た
て
よ
こ
ほ
り
を
う
め
す
は
、
十
日
と
も
ひ
(日
)
の
て
り
候
ハ
ん
時
は
、
大
。
荘
へ
水
□
き
つ
き
候
事
、
ゆ
め
く
候
ま
し
き
よ
し
申
候
事
、
(下
略
)
　ま
と
申
し
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
田
荘
と
大
山
荘
の
井
料
田
と
と
も
に
、
用
水
に
つ
い
て
の
沙
汰
に
と
も
な
っ
て
、
宮
田
荘
あ
る
い
は
大
山
荘
の
古
老
ら
か
、
宮
田
・
大
山
両
荘
の
古
老
ら
か
は
明
確
で
は
な
い
が
(記
載
内
容
か
ら
宮
田
荘
内
の
「古
老
の
物
共
」
と
想
定
し
得
る
)、
灌
漑
用
水
の
流
水
状
況
に
つ
い
て
〈古
老
〉
ら
が
申
し
述
べ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
七
三
七
四
古
老
ら
に
尋
ね
て
申
し
述
べ
た
こ
と
は
、
先
例
に
任
せ
て
、
別
の
井
(井
堤
か
)
の
縦
横
の
堀
を
埋
め
な
け
れ
ば
、
十
日
間
ほ
ど
日
照
が
な
い
と
き
に
は
、
大
山
荘
へ
河
川
の
水
は
流
れ
続
い
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
(井
堤
を
あ
け
れ
ば
、
余
流
が
大
山
荘
へ
流
れ
続
い
て
い
く
と
い
う
意
図
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
)
。
こ
の
よ
う
な
古
老
ら
の
申
上
と
は
別
に
、
同
年
銘
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「東
寺
雑
掌
頼
尊
書
状
案
」
に
は
、
(養
)
°
°
°
°
此
条
用
水
之
習
、
水
の
と
ほ
し
き
時
こ
そ
、
相
互
二
大
切
の
事
に
て
候
時
に
、
水
ロ
を
一
丁
五
段
や
し
な
ひ
候
て
後
、
其
余
流
の
候
ハ
ん
時
、
当
荘
分
の
田
を
や
し
な
ひ
候
事
、
大
二
可
為
不
定
候
歟
、
如
何
、
　　
　
と
、
河
川
の
水
の
余
流
に
つ
い
て
問
い
返
え
し
て
い
る
。
古
老
ら
に
よ
る
前
例
の
申
し
上
げ
に
よ
っ
て
、
大
山
荘
と
宮
田
荘
の
河
川
の
灌
漑
用
水
の
係
争
は
決
着
は
つ
か
ず
、
徳
治
三
年
以
後
も
継
承
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
事
象
は
、
大
山
・
宮
田
両
荘
の
「古
老
之
物
共
」
で
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
老
ら
の
申
し
述
べ
た
事
柄
が
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
荘
園
内
の
一
村
の
古
老
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
荘
内
の
複
数
の
村
落
に
居
住
し
て
い
た
古
老
た
ち
の
存
在
が
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
荘
園
内
を
流
れ
る
河
川
に
あ
る
各
村
落
共
同
体
の
利
害
に
よ
っ
て
、
古
老
ら
が
担
ぎ
出
さ
れ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
河
川
の
流
水
に
か
か
わ
る
「先
例
」
を
承
知
し
て
い
た
の
が
〈
古
老
〉
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。ま
た
、
大
山
荘
の
用
水
・
灌
漑
問
題
は
勧
農
と
も
関
連
し
て
い
た
こ
と
は
、
徳
治
三
(
=
二
〇
八
)
年
六
月
五
日
付
の
「丹
波
国
大
山
荘
預
所
下
知
状
案
」
の
「大
山
荘
用
水
事
、
去
三
日
治
定
候
了
、
(中
略
)
、
忿
被
差
使
者
、
且
切
遣
井
料
田
一
町
五
段
、
且
可
被
致
勧
　
り
　
農
之
沙
汰
候
」
と
い
う
文
言
か
ら
窺
え
る
。
た
だ
、
直
接
的
に
勧
農
に
古
老
ら
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
が
、
間
接
的
に
は
用
水
関
連
で
古
老
ら
は
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
荘
園
内
の
〈古
老
〉
ら
は
、
個
々
の
村
落
共
同
体
成
員
と
し
て
で
は
な
く
、
荘
園
に
お
け
る
耕
営
、
と
り
わ
け
用
水
・
灌
漑
で
の
古
習
慣
例
の
有
識
者
・
経
験
者
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
係
争
時
に
尋
ね
召
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
で
は
、
古
老
ら
は
荘
園
内
の
神
社
祭
祀
に
関
係
す
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　が
　
古
老
ら
が
神
社
祭
祀
に
か
か
わ
る
指
摘
は
、
す
で
に
義
江
彰
夫
氏
ら
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
義
江
氏
が
論
証
史
料
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「春
時
祭
田
之
日
」
云
々
と
は
じ
ま
る
記
載
に
は
、
確
か
に
「集
郷
之
老
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
　タ
少
し
詳
細
な
記
述
を
窺
っ
て
み
る
と
、
「凡
春
時
祭
田
之
日
。
集
郷
之
老
者
。
一
行
郷
飲
酒
礼
」
と
み
え
、
さ
ら
に
春
季
祭
礼
の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
謂
。
郷
飲
酒
之
礼
。
六
十
者
坐
。
五
十
者
立
待
。
所
-
以
明
尊
長
也
。
(中
略
)
。
所
-
以
明
養
老
。
即
令
郷
党
之
人
親
.
執
礼
。
(中
略
)
。
唐
会
云
。
縣
措
祭
月
集
・
之
老
者
。
一
行
郷
飲
酒
礼
。
六
十
以
上
坐
堂
。
五
十
以
上
立
待
堂
下
。
(中
略
)。
古
記
云
。
春
時
祭
田
之
日
。
謂
国
郡
郷
里
毎
村
在
社
神
。
人
夫
集
聚
祭
。
若
放
祈
年
祭
歟
也
。
(中
略
)。
今
五
十
以
上
人
。
尊
六
十
以
上
之
道
耳
。
跡
云
。
祭
田
。
謂
毎
郷
村
立
社
。
人
々
聚
集
祭
。
(下
略
)
　　
　
と
あ
り
、
春
季
の
祭
礼
の
情
況
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
老
齢
者
を
尊
敬
す
る
こ
と
が
「六
十
以
上
坐
堂
」
「尊
六
十
以
上
人
」
と
い
う
文
言
か
ら
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「春
時
祭
田
」
の
記
載
に
「唐
以
六
十
為
老
。
於
此
令
以
六
十
一
為
老
耳
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
唐
代
で
も
六
〇
才
以
上
を
老
齢
者
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
し
得
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
に
よ
っ
て
、
諸
国
郡
郷
里
の
村
落
ご
と
に
神
社
が
祀
ら
れ
、
郷
の
老
齢
者
つ
ま
り
「郷
之
老
者
」
1
古
老
人
が
中
心
に
、
そ
の
子
弟
ら
と
と
も
に
村
社
の
神
社
祭
祀
を
春
秋
二
季
に
執
り
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
九
世
紀
半
頃
に
は
、
す
で
に
村
落
内
で
神
社
祭
祀
が
古
老
人
を
中
心
に
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
村
落
内
の
神
社
に
か
か
わ
る
古
老
ら
の
様
子
を
示
す
史
料
は
皆
無
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
村
落
内
で
あ
る
の
か
、
否
か
も
、
ま
た
古
老
が
中
心
・
中
核
に
な
っ
て
営
ま
れ
る
の
か
、
否
か
も
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
=
世
紀
前
半
頃
に
寄
人
が
中
心
に
神
社
祭
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
七
五
七
六
祀
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
住
人
が
中
心
と
な
っ
て
神
社
祭
祀
を
営
む
情
況
を
示
す
延
久
四
(
一
〇
七
二
)
年
九
月
五
日
付
の
「太
政
官
　の
　
牒
」
(史
料
1
)
と
=
二
世
紀
後
半
に
古
老
が
神
事
を
勤
仕
・
奉
公
す
る
事
態
を
あ
ら
わ
す
建
治
三
(
一
二
七
七
)
年
銘
と
考
え
ら
れ
　ロ
　
て
い
る
「佐
波
俊
貞
申
状
」
(史
料
H
)
は
、
古
老
ら
の
神
社
祭
祀
と
の
か
か
わ
り
を
示
唆
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
二
史
料
の
神
社
祭
祀
に
関
す
る
記
載
を
次
に
窺
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
史
料
-
検
旧
記
、
別
宮
国
家
鎮
護
之
砌
、
奉
安
置
大
菩
薩
御
躰
奉
修
神
事
、
爰
旧
司
寄
人
他
行
之
後
、
無
相
伝
荘
厳
之
人
、
然
間
郷
中
比
年
旱
魃
痛
患
已
以
無
絶
、
仍
住
人
等
祈
薦
之
処
、
(中
略
)
御
託
宣
云
、
我
是
八
幡
垂
跡
別
宮
、
而
住
人
不
成
其
勤
、
因
之
我
所
致
之
禍
難
也
云
云
、
其
後
住
人
奉
顕
御
躰
、
造
立
神
殿
之
後
、
五
穀
成
熟
、
郷
土
安
穏
者
、
(下
略
)
、
史
料
H
欲
且
依
古
老
朝
夕
神
事
勤
仕
奉
公
、
且
就
先
知
行
実
、
宛
給
周
防
本
郡
書
生
職
事
、
　
マ
こ
件
所
者
、
先
々
宿
老
奉
公
野
之
輩
今
拜
領
跡
也
、
然
者
、
俊
貞
而
進
署
一
分
大
小
会
神
事
勤
仕
之
条
、
越
于
同
輩
之
問
、
依
厳
重
之
忠
、
去
文
永
年
中
補
給
之
、
(下
略
)
史
料
1
と
史
料
H
に
は
、
時
期
的
差
異
と
神
社
祭
祀
関
係
者
(住
人
と
古
老
)
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
二
史
料
と
も
村
落
共
同
体
成
員
の
住
人
あ
る
い
は
古
老
で
あ
る
と
い
う
明
示
は
な
い
と
い
う
共
通
性
が
窺
え
る
。
だ
が
、
神
社
祭
祀
を
営
む
住
人
ら
は
、
村
落
を
包
括
し
た
「郷
中
」
の
人
た
ち
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
社
祭
祀
の
一
つ
で
あ
る
朝
夕
神
事
を
勤
仕
・
奉
公
す
る
古
老
は
、
郡
書
生
職
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
複
数
村
落
を
含
む
郡
中
の
人
で
あ
り
、
特
定
の
村
落
内
の
古
老
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、
住
人
ら
(古
老
を
包
括
し
た
「住
人
等
」
で
あ
る
と
も
想
定
し
得
る
が
、
明
確
さ
に
欠
け
る
)
の
神
社
祭
祀
で
あ
ろ
う
と
、
古
老
の
神
社
祭
祀
(朝
夕
神
事
)
で
あ
ろ
う
と
、
い
ず
れ
も
一
村
落
内
成
員
に
限
定
さ
れ
る
人
た
ち
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
神
社
祭
祀
に
お
い
て
も
、
古
老
ら
は
、
九
世
紀
以
来
、
一
村
落
の
村
民
と
し
て
で
は
な
く
複
数
村
落
の
里
・
郷
・
郡
内
で
の
位
置
で
把
握
さ
れ
る
存
在
形
態
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
古
老
は
神
社
祭
祀
の
み
に
関
係
す
る
存
在
で
は
な
く
、
寺
院
と
も
か
か
わ
り
を
持
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
史
料
が
一
例
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
治
五
(
一
〇
九
一
)
年
八
月
十
一
日
付
の
「肥
前
国
僧
円
尋
解
」
に
み
え
る
ヘ
ヘ
ヘ
へ
　
　
　
　
　
　
右
件
地
、
本
自
無
領
主
、
偏
空
荒
野
也
、
而
今
切
掃
[
目
]
、
擬
建
立
一
宇
草
堂
、
仍
申
請
古
老
在
地
并
宮
衆
等
与
判
、
為
令
停
止
非
道
之
妨
、
所
申
請
如
件
、
　お
　
と
い
う
記
載
が
そ
れ
で
あ
り
、
寺
院
草
堂
(別
所
寺
院
)
建
立
に
関
与
し
て
い
た
古
老
在
地
(在
地
の
古
老
か
)
の
存
在
が
窺
え
る
。
だ
が
、
寺
院
に
関
係
す
る
古
老
が
仏
教
法
会
に
勤
仕
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
寺
院
草
堂
建
立
に
か
か
わ
っ
て
い
た
古
老
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
(古
老
と
と
も
に
宮
衆
1
神
社
関
係
者
も
草
堂
建
立
に
か
か
わ
っ
て
い
る
)
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
神
社
祭
祀
に
か
か
わ
っ
て
き
た
〈古
老
〉
は
、
一
村
落
共
同
体
成
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
郷
・
郡
内
の
広
範
囲
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
的
に
〈
広
域
共
同
体
成
員
の
古
老
〉
と
呼
称
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
広
域
共
同
体
成
員
と
し
て
の
古
老
は
、
神
社
祭
祀
に
限
ら
ず
、
す
で
に
論
及
し
て
き
た
種
々
の
係
争
に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
で
は
、
広
域
共
同
体
成
員
で
あ
る
古
老
に
は
、
宛
行
わ
れ
る
官
職
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
こ
と
を
少
し
垣
聞
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
荘
園
公
領
に
お
け
る
古
老
の
存
在
は
、
単
一
の
村
落
よ
り
も
、
複
数
の
村
落
に
み
ら
れ
る
こ
と
を
検
討
し
て
き
た
が
、
彼
ら
古
老
ら
は
官
職
に
補
任
さ
れ
る
ほ
ど
の
身
分
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
、
耕
営
(勧
農
)
や
係
争
な
ど
に
召
し
尋
ね
ら
れ
、
神
社
祭
祀
に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
各
村
落
内
の
古
老
た
ち
が
補
任
さ
れ
る
官
職
は
、
荘
園
公
領
に
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
・
管
理
の
中
心
的
責
務
を
果
た
す
身
分
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
七
七
七
八
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
の
が
、
承
久
二
(
一
二
二
二
)
年
六
月
日
付
の
「法
橋
某
下
文
案
」
で
あ
る
。
こ
の
下
文
案
を
み
る
と
、
下
黒
田
荘
案
文
可
番
頭
為
下
司
之
進
止
事
右
、
当
荘
番
頭
事
、
古
老
之
百
姓
中
、
藺
器
量
、
所
定
彼
職
也
、
而
近
来
者
番
頭
非
器
量
之
者
、
於
自
今
以
後
、
早
為
下
司
之
沙
汰
、
計
其
器
量
、
可
補
之
、
一
向
可
下
司
之
進
止
也
、
(下
略
)
　ロ
　
と
あ
り
、
黒
田
荘
の
番
頭
は
古
老
の
百
姓
中
か
ら
「器
量
」
の
者
を
番
頭
職
に
補
任
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
近
来
の
番
頭
は
器
量
の
者
で
は
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
以
後
は
古
老
ら
の
器
量
を
計
っ
て
か
ら
下
司
の
沙
汰
で
補
任
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
頭
職
付
帯
者
は
黒
田
荘
内
の
古
老
百
姓
の
中
か
ら
の
器
量
の
者
で
あ
り
、
一
村
落
内
の
古
老
百
姓
中
の
器
量
の
古
老
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
提
示
し
て
く
れ
る
史
料
は
、
す
で
に
掲
げ
た
正
治
元
(
=
九
九
)
年
銘
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「伊
賀
黒
田
荘
民
陳
状
　
お
　
案
」
に
み
え
る
「荘
内
古
老
之
輩
」
と
い
う
文
言
で
あ
り
、
黒
田
荘
に
限
る
と
荘
園
村
落
に
視
点
を
当
て
た
〈
古
老
〉
ら
で
は
な
く
、
各
村
落
を
超
え
た
荘
園
に
視
点
を
当
て
た
〈古
老
〉
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
し
得
る
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
黒
田
荘
内
の
古
老
(百
姓
)
に
は
、
荘
官
職
に
補
任
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
番
頭
(職
付
帯
者
)
と
い
う
下
級
荘
官
で
は
あ
る
が
、
器
量
あ
る
古
老
は
荘
園
経
営
・
管
理
の
末
端
機
構
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
黒
田
荘
の
古
老
番
頭
職
付
帯
に
よ
っ
て
、
番
頭
制
荘
園
と
称
さ
れ
る
荘
園
内
に
古
老
番
頭
が
存
在
す
る
と
い
う
一
般
論
へ
導
く
こ
と
は
、
現
段
階
で
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
少
な
か
ら
ず
古
老
の
番
頭
職
付
帯
者
は
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
定
は
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
荘
園
公
領
に
か
か
わ
ら
ず
、
古
老
は
居
住
地
(荘
域
ま
た
は
公
域
)
で
の
出
来
事
を
処
理
す
べ
き
立
場
で
の
申
述
者
お
よ
び
解
決
協
業
者
と
い
う
存
在
形
態
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
古
老
は
そ
の
中
か
ら
下
級
官
職
者
と
し
て
補
任
さ
れ
る
存
在
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
び
に
か
え
て
古
老
の
究
明
で
は
、
先
学
諸
氏
に
よ
っ
て
村
落
成
立
・
形
成
に
と
も
な
う
初
期
段
階
に
現
わ
れ
る
存
在
と
し
て
把
握
さ
れ
、
古
代
の
ま
　
村
落
か
ら
中
世
の
村
落
へ
展
開
し
て
い
く
過
程
で
の
存
在
で
あ
る
と
す
る
論
究
、
中
世
前
期
で
の
村
落
身
分
で
あ
る
住
民
と
と
も
に
把
　む
握
さ
れ
、
「住
人
等
」
と
統
括
的
形
態
で
集
団
的
呼
称
と
解
釈
さ
れ
た
論
稿
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
一
方
、
「住
人
等
解
」
段
階
か
ら
「百
姓
等
申
状
」
段
階
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
軸
に
中
世
村
落
の
共
同
体
に
つ
い
て
の
論
究
に
は
、
　
お
　
〈
古
老
〉
の
村
落
内
で
の
存
在
へ
の
明
示
が
な
い
論
稿
と
、
中
世
初
期
の
村
落
の
展
開
の
中
で
根
本
住
人
型
村
落
と
領
主
型
村
落
の
存
在
を
提
示
し
、
初
期
村
落
(共
同
体
)
構
成
員
と
し
て
の
呼
称
を
「住
人
」
と
捉
え
る
一
方
で
、
村
落
代
表
者
の
存
在
を
住
人
と
対
置
あ
　
さ
せ
た
論
稿
に
は
、
村
落
(共
同
体
)
構
成
員
と
考
え
ら
れ
る
〈古
老
〉
の
存
在
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
中
世
の
初
期
、
前
期
、
そ
し
て
後
期
に
か
か
わ
り
な
く
、
中
世
村
落
(共
同
体
)
成
員
は
「住
人
等
」
で
あ
り
、
「百
姓
等
」
で
あ
る
と
明
示
す
る
論
究
が
主
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
究
に
は
、
〈
古
老
〉
の
存
在
形
態
に
つ
い
て
は
視
点
外
で
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
古
代
末
期
以
後
、
中
世
後
半
に
至
る
間
に
古
老
は
、
荘
園
公
領
に
存
在
し
続
け
る
の
み
で
な
く
、
荘
域
内
公
田
の
有
無
、
荘
園
問
の
境
界
係
争
、
荘
園
間
の
用
水
(灌
漑
)
相
論
、
村
落
内
神
社
祭
祀
、
そ
し
て
官
職
へ
の
補
任
と
い
う
多
方
面
で
の
役
割
が
み
ら
れ
る
が
、
単
に
特
定
の
村
落
内
で
の
責
務
を
果
た
す
の
で
は
な
く
1
村
落
共
同
体
構
成
員
の
住
人
あ
る
い
は
百
姓
と
と
も
に
「古
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
七
九
八
〇
老
.
住
人
等
L
「古
老
.
百
姓
等
」
と
一
括
さ
れ
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
反
対
に
ー
、
各
村
落
を
統
括
す
る
荘
園
(広
域
共
同
体
)
の
構
成
員
と
し
て
召
し
尋
ね
ら
れ
て
、
申
し
述
べ
る
存
在
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
古
老
に
か
か
わ
る
大
半
の
史
料
に
は
、
固
有
村
落
の
〈古
老
〉
の
明
示
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
、
荘
園
公
領
下
の
〈
古
老
〉
と
し
て
の
存
在
形
態
を
示
し
て
い
る
事
態
か
ら
、
荘
園
公
領
つ
ま
り
広
域
の
地
域
共
同
体
成
員
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
〈古
老
〉
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
荘
域
内
公
田
有
無
問
題
を
は
じ
め
、
多
様
な
係
争
・
相
論
の
解
決
の
材
料
に
、
〈古
老
〉
を
召
し
尋
ね
て
申
し
述
べ
さ
せ
て
裁
決
の
判
断
に
組
み
入
れ
る
事
象
は
、
特
定
の
村
落
へ
の
配
慮
を
否
定
す
る
た
め
に
荘
域
あ
る
い
は
公
領
域
の
〈古
老
〉
の
存
在
が
必
須
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
特
定
の
荘
園
問
の
係
争
で
両
荘
の
古
老
が
召
し
尋
ね
ら
れ
る
情
況
は
み
ら
れ
る
が
、
両
荘
域
の
古
老
を
対
象
に
し
て
い
る
も
の
で
、
決
し
て
特
定
(固
有
)
の
村
落
の
古
老
を
対
象
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
　　
　
一
史
料
に
の
み
「当
村
古
老
沙
汰
人
百
姓
等
七
人
事
」
と
あ
り
、
「当
村
田
畠
下
地
」
に
か
か
わ
る
相
論
ゆ
え
に
、
特
定
(固
有
)
の
村
落
内
の
〈古
老
〉
ら
の
申
し
立
て
を
必
要
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
古
老
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
「古
老
・
住
人
等
」
「古
老
・
百
姓
」
と
い
う
呼
称
に
視
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
「旧
老
田
堵
」
「古
老
沙
汰
人
」
と
「古
老
住
人
」
「古
老
百
姓
」
と
の
関
連
(出
現
時
期
や
消
滅
時
期
な
ど
も
含
め
て
)
に
つ
い
て
の
究
明
は
、
よ
り
一
層
〈古
老
〉
の
存
在
形
態
を
明
確
に
す
る
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
検
討
し
得
な
か
っ
た
。
今
後
の
古
老
に
関
す
る
課
題
と
し
て
提
示
し
て
結
び
に
か
え
た
い
。
註(1
)
中
世
村
落
内
の
構
成
員
に
つ
い
て
論
及
し
た
論
稿
は
数
多
く
あ
り
、
五
つ
ほ
ど
の
論
稿
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
た
い
。
黒
田
俊
雄
「中
世
の
村
落
と
座
-
村
落
共
同
体
に
つ
い
て
の
試
論
l
」
(『日
本
中
世
封
建
制
論
』
所
収
)。
戸
田
芳
実
「領
主
的
土
地
所
有
の
先
駆
形
態
」
お
よ
び
「山
野
の
貴
族
的
領
有
と
中
世
初
期
の
村
落
L
(『日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
所
収
)
。
河
音
能
平
「中
世
社
会
の
成
立
期
の
農
民
問
題
」
(『中
世
封
建
制
成
立
史
論
』
所
収
)。
島
田
次
郎
「日
本
中
世
共
同
体
試
論
」
(『日
本
中
世
の
領
主
制
と
村
落
』
下
巻
所
収
)。
鈴
木
國
弘
「新
領
主
制
論
」
(『在
地
領
主
制
』
〈中
世
史
選
書
2
>
所
収
)。
同
論
稿
で
、
本
源
的
共
同
体
の
統
率
者
と
し
て
、
「邑
老
」
「古
老
」
を
捉
え
て
い
る
。
(2
)
清
水
三
男
「中
世
村
落
生
活
」
(『日
本
中
世
の
村
落
』
所
収
、
後
に
『清
水
三
男
著
作
集
』
第
二
巻
再
録
)
(3
)
戸
田
、
前
掲
書
河
音
、
前
掲
書
。
(4
)
島
田
、
前
掲
書
入
間
田
宣
夫
「平
安
時
代
の
村
落
と
民
衆
の
運
動
」
(『百
姓
申
状
と
起
請
文
の
世
界
』
所
収
)
(5
)
入
間
田
、
前
掲
書
鈴
木
、
前
掲
書
(6
)
薗
部
寿
樹
「中
世
前
期
村
落
に
お
け
る
古
老
・
住
人
身
分
」
(『日
本
中
世
村
落
内
身
分
の
研
究
』
所
収
)
(7
)
薗
部
、
前
掲
書
(8
)
平
安
貴
族
の
日
記
を
い
く
つ
か
を
繙
い
て
み
る
と
、
「古
老
」
云
々
と
い
う
記
載
は
、
『春
記
』
(増
補
史
料
大
成
本
、
以
下
同
様
に
て
略
す
)
の
長
暦
四
(
一
〇
四
〇
)
年
八
月
二
十
四
日
の
条
に
、
伝
申
昨
日
勅
命
旨
肝
調
確
祚
補
返
奏
云
、
壮
年
之
者
猶
以
愚
頑
也
、
今
已
及
老
乱
、
更
不
可
分
別
、
是
非
愚
耄
弥
其
故
也
、
但
卿
中
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
　
ヘ
へ
　
　
有
古
老
□
者
、
先
以
到
問
、
非
是
問
賢
人
、
只
為
聞
古
事
云
々
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
公
卿
中
に
い
た
「古
老
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
今
已
老
乱
、
更
不
可
分
別
、
是
非
愚
耄
弥
其
故
也
」
云
々
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
老
齢
化
し
た
公
卿
を
「
古
老
」
と
称
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
『
小
右
記
』
の
万
寿
元
(
一
〇
二
四
)
年
六
月
二
十
六
日
の
条
の
「
老
人
裸
衣
可
無
便
宣
」
と
い
う
文
言
に
よ
る
か
ぎ
り
、
「
老
人
」
の
認
識
が
窺
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
貴
族
の
日
記
以
外
に
は
、
「
古
老
」
「老
人
」
の
用
語
は
抽
出
し
得
な
か
っ
た
〔
『中
右
記
』
七
の
長
承
四
(
一
一
三
五
)
年
三
月
二
十
三
日
の
条
に
は
、
漢
詩
に
「
老
人
」
用
語
が
み
え
る
〕
。
一
方
、
在
京
の
貴
族
層
が
在
地
状
況
の
把
握
で
、
「
玉
串
荘
人
」
(
『小
右
記
』
一
)
、
「荘
民
」
(
『長
秋
記
』
二
)
な
ど
が
み
え
る
。
(
9
)
入
間
田
、
前
掲
書
(
10
)
薗
部
、
前
掲
書
(
1
)
『
風
土
記
』
(日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
)
(
12
)
『平
安
遺
文
』
第
二
巻
、
第
三
二
八
号
文
書
(以
下
同
様
に
て
、
平
安
遺
文
ニ
ー
三
二
八
と
い
う
よ
う
に
略
す
)
(
13
)
平
安
遺
文
三
-
七
三
二
(
14
)
平
安
遺
文
三
-
七
五
六
こ
の
史
料
に
み
え
る
「
旧
老
」
の
連
署
に
つ
い
て
、
入
間
田
宣
夫
氏
は
「
訴
訟
の
文
書
に
は
一
〇
名
内
外
か
ら
二
〇
～
三
〇
名
に
も
お
よ
ぶ
『
田
堵
』
『住
人
』
『
百
姓
』
が
連
署
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
。
『旧
老
』
『古
老
』
だ
け
の
連
署
あ
る
い
は
庄
官
と
と
も
八
一
八
二
に
連
署
す
る
こ
と
は
比
較
的
初
期
の
例
に
か
ぎ
る
L
と
言
及
す
る
が
、
旧
老
な
ど
の
連
署
が
存
在
す
る
要
因
に
つ
い
て
の
論
及
は
な
い
(
入
間
田
、
前
掲
書
)
。
(
15
)
平
安
遺
文
四
-
一
二
六
一
(
16
)
平
安
遺
文
三
-
七
三
二
(
17
)
平
安
遺
文
五
-
二
一
九
六
(
18
)
平
安
遺
文
六
ー
二
四
五
二
(
19
)
～
(20
)
平
安
遺
文
六
-
二
四
六
九
(
21
)
平
安
遺
文
六
-
二
六
一
二
(
2
)
平
安
遺
文
二
i
三
二
八
(
23
)
平
安
遺
文
六
-
二
六
一
二
(
24
)
『
鎌
倉
遺
文
』
第
二
巻
、
第
一
〇
七
五
号
文
書
(以
下
同
様
に
て
、
鎌
倉
遺
文
ニ
ー
一
〇
七
五
と
い
う
よ
う
に
略
す
)
(
25
)
鎌
倉
遺
文
三
-
一
六
五
九
号
文
書
(
26
)
鎌
倉
遺
文
八
-
五
四
六
七
同
史
料
に
み
え
る
在
庁
(官
人
)
、
古
老
、
荘
官
ら
の
起
請
文
を
召
上
げ
る
こ
と
は
、
〈
古
老
〉
を
含
め
た
上
級
身
分
層
の
申
し
述
べ
た
事
柄
の
公
平
・
公
正
な
こ
と
と
、
証
言
1
証
拠
を
よ
り
一
層
求
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
(
27
)
鎌
倉
遺
文
八
-
五
四
九
五
(
28
)
～
(
29
)
鎌
倉
遺
文
八
ー
五
九
一
二
(
30
)
鎌
倉
遺
文
一
四
-
九
五
二
一
こ
の
史
料
に
み
る
「
古
老
人
」
は
「
古
老
」
と
同
じ
用
語
例
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
例
証
と
し
て
、
文
永
十
一
(
一
二
七
四
)
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
若
狭
前
河
荘
円
栄
訴
状
」
に
、
「
被
入
六
波
羅
殿
御
使
於
荘
家
、
召
問
古
老
・
沙
汰
人
・
百
姓
等
」
と
い
う
記
述
と
、
「薬
師
寺
左
衞
門
入
道
通
賢
(中
略
)
行
念
両
人
、
入
部
荘
家
、
被
召
出
古
老
人
等
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
、
古
老
す
な
わ
ち
古
老
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
(鎌
倉
遺
文
一
五
ー
一
一
六
〇
二
)
。
(31
)
鎌
倉
遺
文
一
七
-
一
二
八
五
四
(32
)
～
(
3
)
鎌
倉
遺
文
一
七
1
=
二
〇
六
四
若
狭
国
太
良
荘
お
よ
び
藤
井
宗
氏
に
関
連
す
る
史
料
と
し
て
、
同
じ
弘
安
元
年
五
月
付
の
「
若
狭
太
良
荘
百
姓
等
申
状
」
(鎌
倉
遺
文
一
七
-
一
三
〇
六
三
)
と
「
小
槻
重
実
重
申
状
」
(鎌
倉
遺
文
一
七
1
=
二
〇
六
二
)
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
観
心
名
(半
名
)
」
の
領
知
に
か
か
わ
る
係
争
を
示
し
て
い
る
。
(34
)
鎌
倉
遺
文
三
〇
ー
二
三
二
六
五
こ
の
史
料
の
よ
う
に
「古
老
百
姓
両
三
人
」
と
実
数
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
め
ず
ら
し
く
、
「古
老
百
姓
等
」
と
い
う
以
外
に
、
徳
治
三
(
一
三
〇
八
)
年
七
月
二
十
六
日
付
の
「
東
寺
雑
掌
頼
尊
ヘ
へ
　
ヘ
へ
書
状
案
」
に
み
る
よ
う
な
「
古
老
の
物
共
二
尋
申
候
ヘ
ハ
」
と
い
う
表
現
も
あ
る
(鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
三
三
二
二
)
。
(
35
)
鎌
倉
遺
文
三
七
-
二
八
七
一
三
(
36
)
鎌
倉
遺
文
三
四
ー
二
六
二
一
五
(
37
)
鎌
倉
遺
文
一
七
-
一
二
八
五
四
(
38
)
鎌
倉
遺
文
三
四
-
二
六
二
六
八
(
39
)
鎌
倉
遺
文
三
四
-
二
六
五
八
八
(
40
)
鎌
倉
遺
文
二
一
-
一
六
二
〇
二
(
41
)
鎌
倉
遺
文
一
六
-
一
二
〇
二
四
こ
の
史
料
以
外
に
も
、
古
老
の
寺
僧
の
記
載
に
み
え
る
「其
間
肅
寺
之
古
老
等
」
が
そ
れ
で
あ
る
(鎌
倉
遺
文
六
ー
三
九
九
〇
)
。
(
42
)
鎌
倉
遺
文
一
八
1
=
二
五
三
〇
(
43
)
鎌
倉
遺
文
一
二
ー
八
七
七
五
(
4
)
鎌
倉
遺
文
一
ニ
ー
八
九
五
五
こ
の
史
料
と
同
年
月
日
付
の
同
文
の
史
料
が
あ
る
(鎌
倉
遺
文
一
ニ
ー
八
九
五
五
)
。
ま
た
、
文
永
一
一
年
銘
の
「
近
江
大
嶋
社
三
度
神
事
日
記
」
に
も
「
村
人
等
」
(
四
名
連
署
)
と
あ
る
(鎌
倉
遺
文
一
五
-
一
一
七
八
五
)
。
(
45
)
鎌
倉
遺
文
三
〇
ー
二
三
三
二
一
大
山
荘
と
宮
田
荘
に
関
す
る
用
水
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
ほ
か
に
六
例
ほ
ど
あ
る
(鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
三
二
九
四
、
鎌
倉
遺
文
三
〇
ー
二
三
二
七
〇
～
二
三
二
七
一
、
鎌
倉
遺
文
三
〇
ー
二
三
三
一
〇
、
鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
三
二
八
二
、
鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
三
二
八
四
)
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
史
料
に
も
古
老
が
関
係
し
た
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
(
46
)
鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
三
三
二
二
(
47
)
鎌
倉
遺
文
三
〇
1
二
三
二
八
三
(
48
)
義
江
彰
夫
「儀
制
令
春
時
祭
田
条
の
一
考
察
」
(
『古
代
史
論
叢
』
所
収
)
(
49
)～
(
50
)
「
儀
制
令
」
(
『令
集
解
』
第
三
巻
、
〈新
訂
増
補
国
史
大
系
本
〉
所
収
)
こ
の
儀
制
令
に
記
載
さ
れ
て
い
る
春
時
祭
田
に
は
、
「
国
郡
郷
里
毎
村
在
社
神
」
、
「
毎
郷
村
立
社
」
、
そ
し
て
「
集
郷
之
老
者
」
と
い
う
文
言
が
記
載
さ
れ
、
宮
座
の
源
流
を
考
え
さ
せ
る
好
史
料
と
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。
す
で
に
村
落
ご
と
の
神
社
祭
祀
を
営
む
べ
き
神
社
は
九
世
紀
半
頃
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
併
せ
て
、
古
代
の
宮
座
を
検
討
す
る
契
機
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
(
51
)
平
安
遺
文
三
-
一
〇
八
三
(
52
)
鎌
倉
遺
文
一
七
-
一
二
九
=
二
(
53
)
平
安
遺
文
四
-
一
二
九
九
(
54
)
鎌
倉
遺
文
四
ー
二
六
二
〇
(
5
)
鎌
倉
遺
文
ニ
ー
一
〇
七
五
(
56
)
人
間
田
、
前
掲
書
(
57
)
薗
部
、
前
掲
書
(
58
)
島
田
、
前
掲
書
(
59
)
小
山
靖
憲
「
初
期
中
世
村
落
の
構
造
と
役
割
」
(
『中
世
村
落
と
荘
園
絵
図
』
所
収
)
(
60
)
建
治
三
年
九
月
十
一
日
付
「
関
東
下
知
状
案
」
(鎌
倉
遺
文
一
七
-
一
二
八
五
四
)
荘
園
公
領
下
の
村
落
に
お
け
る
古
老
の
存
在
形
態
を
め
ぐ
っ
て
八
三

